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　「オープンダイアローグ」関連本を 3 冊ご紹介します。「コミュニティ・ケア」
のシステムでもあるオープンダイアローグのコンセプトは、「地域医療」を担う
総合診療医にとって、きっと参考になるはずです。
　薬ではなく、まさにコミュニケーション（ダイアローグ＝対話）を処方すること
がもたらす驚くべき効果と、その方法を徹底解剖。オープンダイアローグの第一
人者セイックラ氏の論文と、斎藤先生の丁寧な解説が融合。生き生きとした事例、
具体的なノウハウ、噛み砕いた理論紹介で、今、世界的に注目されているオープ
ンダイアローグの全貌がわかる！ 

　急性期精神疾患に 24 時間以内に介入し、対話中心で治療する「オープンダイ
アローグ」の実例とシステムを紹介した初の基本的テキスト。フィンランドで独
自に開発されたこの手法について、その第一人者・セイックラ氏が技法や有効性
について解説。また、未来を想定して不安をなくす「未来語りのダイアローグ」
(anticipation dialogue) についても言及し、そのうえでソーシャル・ネットワー
クの重要性を指摘している。

　1987 年に発表され、その後 1990 年代の家族療法を位置づける鍵概念となっ
た『The Reflecting Team』を、原著者自らが本邦のため再編集・加筆した。「リ
フレクティング・チーム」とは、セラピストと観察者、クライアントが互いに意
見を反響させ、異なる循環を生むことで解決を図る技法のこと。
　斎藤環先生曰く、リフレクティングとは「患者の目の前でケースカンファレン
スをやるようなもの」（p.589）。shared decision making（p.547・579）の参
考にもなりそう。
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